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地区研修・協議会報告書 
会長エレクト 橋本壽郎 

 
 4 月 24 日(日) ホテル日航つくばに於いて、地区研修・協議会が開催されました。 
当クラブからは私と次年度幹事と地区委員の 3 名が会場参加で、その他クラブ役員及び理事の方々は
ウェブ参加となりました。 
 本会議において大野ガバナーエレクトより地区役員の紹介があり、次にガバナーノミニー大久保博
之(水戸)が紹介され、ノミニーからご挨拶をいただきました。 
 その後、大野ガバナーエレクトがバーチャル参加した国際協議会の報告があり、次年度のＲＩテー
マ及び地区目標の発表がありました。 
次年度ＲＩテーマ「IMAGINE ROTARY」ＲＩ会長エレクト ジェニファー・ジョーンズ 
ポリオのない世界を想像してください。みんなが安全な水を使える世界を想像してください。疾病の
ない世界、すべての子どもが読むことのできる世界を想像してください。やさしさ、希望、愛、平和を
想像してください。 
52 万 5600 分 人生の中で 1 年をどうやって測ればよいだろう。その時間をどう生きることを選択す
るか、ということです。 
 
地区スローガン（大野治夫ガバナーエレクト） 
「enjoy life ～人生を楽しむ～」 
地区目標 
「一人一人が想像力を持って奉仕する」 
具体的目標 
1. クラブサポートと地区運営強化 

(会員増強・維持・地区目標、行動計画の更新・リモートシステムによる会議開催) 
2. 質の高い奉仕活動の推進 

(クラブセントラル活用とロータリー賞・SDGS 貢献活動・人材発掘・青少年支援) 
3. 公共イメージの向上 

(地区 HP・ロータリー情報館・SNS・Ｒカーによるクラブ訪問) 
4. ロータリー財団の活用と支援 

(地区補助金・グローバル補助金・奨学生支援・ポリオ、コロナ終息活動推進・BNF 等) 
5. 米山記念奨学会の支援 

(留学生の支援・米山寄付の推進/普通寄付 5,000+特別寄付 20,000) 
6. 環境保全の推進 

(地球環境問題の理解を深める機会の提供・クラブ環境保全活動を支援) 

 本日のプログラム 

◆ クラブ協議会： 地区研修・協議会報告 

 

会報  No.28（第 1581回）  2022年 5月 25日（水）18:30～ 

第 2820 地区 新井和雄ガバナー 地区スローガン “Think Globally Act Locally” 

                      （地球の未来を想い地域社会に貢献しましょう） 

2021-2022  石井秀明会長スローガン 「今までの活動に感謝し、これからの奉仕活動を広げよう」 
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7. 国際大会に参加しよう。（2023 年 5 月 27 日～31 日/オーストラリア・メルボルン） 
 
主要行事予定 

1. ガバナー公式訪問 2022 年 8 月 17 日 
2. 地区大会 2022 年 10 月 29(土)、30 日(日) 
3. 第２分区ＩＭ 2023 年 2 月 26 日(日) 

 
 

2022-2023 地区研修・協議会報告 

次期幹事 厚見 和則 

日時：2022 年 4 月 24 日（日） 

場所：ホテル日航つくば 

 

1. 本会議 

・RI テーマ：「IMAGINR ROTARY」 

・地区スローガン：「enjoy life ～ 人生を楽しむ ～」 

・地区目標：「一人一人が想像力を持って奉仕する」 

・規定審議会結果報告（2022 年規定審議会採択立法案一覧表 最終） 

・ロータリー賞の具体的取組み 

 

2. 分科会（第 2 グループ）                 

クラブ幹事の役割と責務について： 

・前任の幹事からクラブデータを受け取る。 

・年間計画を立てる。 

・MY ROTARY アカウントを作る。 

・クラブ情報と会員情報を更新する。 

・例会、理事会、協議会の議事録を作成する。 

・メールでの通知等、クラブでの連絡をする。 

・クラブ資料、会合資料を管理する。 

・役員の報告、例会の報告、出席報告をする。 

・MY ROTARY より名簿の更新をする。 

・クラブの細則をチェックする。 

・年度末に年次報告をする。 

地区研修・協議会資料より： 

・送金カレンダー 

・振込口座一覧 

・ガバナー公式訪問に関するお願い 

・地区年間予定表 

・公式訪問のための「クラブ現況報告」記載要領 

・クラブ会長・幹事の皆様へ 

・重要なガバナー事務所への報告文書 

 

 

地区研修・協議会報告 

（クラブ奉仕委員会） 

報告者 クラブ管理運営委員会 

委員長 猪股 真純 

担当カウンセラー   高橋 賢吾（水戸西） 

総括委員長      星野 幸子（水戸西） 

会員増強委員長    吉岡 隆久（つくば学園） 

クラブサポート委員長 柿沼 利明（古河東） 

公共イメージ委員長  藤井 葉子（鹿島臨海） 

ＩＴ委員長      鈴木 昌実（つくば学園） 

支援アドバイザー   大高 司郎（高萩） 

 

Zoom での研修でしたが、画面共有などにより分かりやすい運営が行われました。当初のプログラム
では、クラブ奉仕については会員増強委員会（クラブ奉仕Ⅰ）、クラブ管理運営委員会（クラブ奉仕Ⅱ）
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と別々の分科会で行うようにありましたが、当日はクラブ奉仕委員会全体についての説明でした。 

各委員会のポイントを、以下に記します。 

 

＜総括委員長＞ 

ロータリーの財産は会員、会員増強が重要。2820 地区の全クラブが取り組むことは、 

・会員 2,000 人回復に向けて、各クラブ純増 2 名以上 

・新クラブの設立 

・女性会員拡大（２０２３年までに１５％に）（参考）現在、女性会員０クラブは 16 

そして、入会した会員と関りをもち放っておかないことが肝要、リモートシステムを活用して休会
にしない。重要なことは Diversity、Inclusion、Equity。 

・Diversity：ダンスパーティに誘うようなもの 

 ・Inclusion：一緒にダンスを踊ってくださいと誘うようなもの 

 ・Equity ：平等よりも公平 

 

＜会員増強委員会＞ 

会員増強に際しては、自クラブの現状を評価することからスタート・・・クラブの強み、改善点を把
握する。評価するときの視点は、 

 ・多様性（性別、年齢構成、国籍、職業分類） 

・存続性（特に若手）…退会理由、革新性、柔軟性、デジタルコミュニケーションの可否、会員以外
にどう見えるか 

会員数が少ない 30 代、40 代、女性会員を拡大する。そのためには、 

・計画を立てる（3～5 年後のクラブの姿、〇〇年度までに〇〇人にする） 

 ・地元の人にクラブを知ってもらう（そのために何をやるか？戦略的優先事項を決める） 

 ・出席しやすい環境づくり…規定の変更（出席規定緩和） 

若手会員の拡充のためのヒントは、 

 ・JC、YEG 等との交流、会員の子息、IT 媒体を活用したクラブ紹介 

 

＜クラブサポート委員会＞ 

クラブ戦略計画は、2021－2022 年度６４％のクラブが作成済み。戦略計画ができているクラブは、
できていないクラブよりも活発である。戦略計画のポイントは、 

・ビジョン（こういうクラブになりたい） 

・〇〇と思っている会員を、〇〇までに〇〇に増やす 

そして、達成できなかった場合は、その理由を明確にして次の手を打つ。  

・細則の見直し…実態に合わせた細則に、柔軟性をもって 

 

＜公共イメージ委員会＞ 

ロータリークラブの認知度、日本は世界に比べて認知度が低い。認知度向上に向けた取り組みを。そ
のための具体策として、 

・各種媒体を活用。茨城新聞「茨城情報館」（原則毎週水曜日）  

・広報活動、インターネット、SNS…HP などは作りっぱなしではなく、常に更新して新鮮な情報を発
信する。媒体に QR コードを入れるなどしてアクセス数を増やす 

・MY ROTARY の登録 

・ロータリーの友、月信 

これら活動を通して、ロータリー賞にチャレンジする。 

 

＜ＩＴ委員会＞ 

ＩＴを活用したクラブ運営をサポートしていく。例えば、 

・例会が開催されないとニコニコが集まらないという声があるが、電子決済システムを導入したい。
現在でも、MY ROTARY からクレジットカードで寄付は可能（ロータリーのカードを使うと、自動
的に財団にも寄付が入る） 

・Zoom を使えないクラブには、サポートを行う。HP の更新指導もできる。 

・地区のホームページに様々な情報、活動ツールがあるので、それを活用してください。 

 

以 上 
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地区研修・協議会報告 
職業奉仕委員会 

                                      報告者 海野宏幸 
講師：鈴木富士雄 職業奉仕総括委員長（つくば学園 RC） 
大野ガバナーのスローガン Enjoy life 一人一人が想像力を持って奉仕活動をの実践 
ロータリーは職業人の集まり 
従業員・顧客へのサービスで企業の永続性がもたらされるとの考え方と道徳的レベルを 
上げ、自己の企業発展に繋がるとのアーサーシェルドンの考え方をポールハリスが RCの 
考え方に取り入れ、職業奉仕の理念となった。 
職業奉仕の基本理念： 相手の身になって考える寛容の心 
 
職業奉仕委員会としては環境問題に基づいた職業奉仕活動の推進 
４つの計画 

１． 職業奉仕研究会 
２． ９月に青少年奉仕・国際奉仕委員会に声掛けし、合同での環境イベントを 
３． １１月に職場見学会（Hニューオオタニへのバスでの見学会） 
豪華な設備とエコロジーのラグジュアリーサービス体験 
同ホテルは東京東 RCの例会場でもあり、メイクアップも？ 
４． 職業奉仕を理解するセミナー 
１/16 に企画し、延期となったセミナーのリメイク版  ５/29に予定 
講師：前橋市のホンダさん RIの職業観・考え方にそった最も新しい考え方の人 

 
 

地区研修協議会報告 

次期青少年奉仕委員長 浦澤精乗 

 

青少年奉仕委員会分科会において、中村澄夫カウンセラー、井上壽博アドバイザー挨拶の後、各委
員長より新年度活動についての説明があった。 

1 青少年奉仕総括委員長 高内稔美 

青少年奉仕委員会の方針 

目的 ①インターアクト ②ローターアクト ③青少年交換 ④ライラ 

    ４部門のロータリー活動を通じ、青少年のリーダーシップ等能力を育成 

青少年奉仕研究会   7 月 24 日開催 

フォトコンテスト開催 10 月から 11 月予定 

2022―2023 方針 

1 奉仕活動で国際社会と地域へ貢献 

2 持続可能な社会と地域に向けて意識を醸成 

3 危機管理の周知徹底 

4 青少年奉仕を通じてロータリアンも成長 

  

2 インターアクト委員長 斎藤佳昭 

・ 12～18 才の中高生が対象 (現在 250 名余) 

・ 現在 6 提唱クラブの下で 6 つのインターアクトクラブが活動 

・7 月インターアクト研修 (台湾→国内)準備 

・８月インターアクト年次大会 

   茨城キリスト教学園高校（ホスト 日立港 RC） 

 

3 青少年並びにライラ委員長 今川武彦 

・ライラ研修会 3 月開催予定 

        リアル開催を準備 

  

4 ローターアクト委員長 安圭一 

・ローターアクト会員は、ロータリークラブ会員と同じ立場になる 

・会費も負担することになる 

・新規のローターアクトクラブではスポンサークラブは不要となる 

・年齢制限の撤廃⇒当地区では年齢制限を 35 歳に引き上げる 
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 5 ローターアクト代表 吉川佳佑 

ローターアクトの現状を報告 

 2019～2020  活動なし  2020～2021  久しぶりの活動 

ローターアクトの認知度を高めることを目標とする 

 

6 青少年交換委員長 宇留野秀一 

   この２年間，コロナ禍で青少年交換を実施でなかった 

   2022～2023 より再開 長期交換留学は 8 月～翌年 6 月末 調整中 

  2023～2024  7 月から募集 

 

7 青少年奉仕の現状と課題 川上美智子 

  青少年奉仕の現状は困難な 2 年半であった。これまでリモート、ハイブリッドによる活動しか
できなかった 

 ・インターアクトクラブ 

    楽しさを大切に  提唱クラブと緊密に 

 ・ローターアクトクラブ 

    組織の整備   

    スポンサークラブとの今後の関わり 

    会員 45 名から 25 名に減少 会員増強が課題 

 ・ライラ研修 

    リアルの研修を強く希望している 

    テーマの設定もよく検討して欲しい 

 ・危機管理について 

 
 

地区研修・協議会報告 

報告者：大久保賢二 次期ロータリー財団委員会委員長 

 

4 月 24(日) 13:00 から 14:30 において ZOOM で地区研修・協議会に参加した。 

アジェンダと主な内容は以下の通り 

 

1. 挨拶・大野年度財団方針等（ロータリー財団総括委員長 新井和雄） 

→年間予定について 

 ・7 月 16 日 ロータリー財団・社会奉仕合同研究会 

 ・8 月半ば 出前卓話案内開始 

 ・11 月 財団月間 出前卓話 

 ・12 月 財団セミナー 

 ・1 月 ポール・ハリス・ソサエティ顕彰パーティ 

2. 地区役員・ロータリー財団委員紹介及び大野年度財団スケジュール等 

（資金管理推進委員長 小野智久） 

3. ポリオプラスについて（ポリオプラス委員 大島 茂久） 

4. グローバル補助金について（グローバル補助金担当 黒木 雅宏） 

5. 地区補助金について（補助金委員長 平島 隆之） 

6. 財団奨学金について（奨学金・学友担当 土子 仁志） 

7. VTT 及び平和フェローシップについて（VTT 担当 雨宮 淳） 

8. 資金管理について（資金管理推進委員長 小野 智久） 

→目標寄付額について 

・年次寄付 150 ドル以上 

ポリオ   30 ドル以上 合計 1 一人あたり 180 ドル以上 

 ・恒久基金(BNF)：1,000 ドル （1 クラブ 1 以上） 

 ・PHS （年次寄付＋ポリオ＋指定寄付≧1,000 ドル以上 

9. 資金推進について（資金管理推進委員 髙島 章行） 

10. PHS(ポール・ハリス・ソサエティ)について（資金管理推進委員 齋藤  章） 

→PHS 会員の増員、2820 地区目標は 70 名、現在は 64 名、東海那珂 RC は 1 名 

11. ロータリーカードについて（ロータリーカード推進委員長 端 敦宣） 

→カード 2 万円の利用で 60 円の自動寄付（1 人分のポリオワクチン） 
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報告者：島田智和幹事 

 

⚫ ホームページリニューアルが理事会にて承認されました。尚、完成まで 2～3か月かかりますので次              

年度に引き継げる体制をとっていきます。 

⚫ 「インターネットネットバンキング使用」の件が理事会にて承認されました。 

        ※登録料等振り込みのたびに常陽銀行に出向いておりますがインターネットバンキングを登録によりネ

ットからの決済が可能となり事務局の負担が大きく緩和されることから導入いたします。1か月＠1650円 

⚫ 「東海村国際交流会賛助会費」の件 

        ※会費として年 10000円が理事会の承認を受けました。 

⚫ 「那珂市国際交流会賛助会費」の件 

        ※会費として年 10000円が理事会の承認を受けました。 

⚫ 「第 2回 職業奉仕セミナー登録料」件が理事会の承認を受けました。 

        ※2022年 5月 29日（日）ホテル日航つくば ジュピター・ウエスト 

          6000円×3名＝18000円 

⚫ 「RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）研修会」登録料が理事会の承認を受けました。 

        ※2022年 6月 11日（土）智学館中等教育学校 6000×1名 橋本次期会長 

⚫ 「会長幹事慰労会」の件が理事会の承認を受けました。 

⚫ ※６月末に行われております会長幹事慰労会ですが、本年度はガバナー補佐も輩出しております。                 

名誉と慰労を兼ねて「会長幹事・ガバナー補佐慰労会」とさせていただく方向で開催の予定です。 

⚫    本年度の「活動実績報告」ですが、ガバナー公式訪問を８月に控えております。現況報告書の作成        

に時間がかかるため５月 31日を提出期限としその後校正に入っていきますのでご協力ください。 

⚫    新旧委員長引継ぎですが、５月 20日が期限となっております。期限厳守とし、報告書の提出をお願  

いいたします。 

 

報告者：植野重男出席副委員長 

 

 5 月 18 日例会報告（第 1580 回）  

◆ 幹事報告 

◆ 出席報告 



    

7 

 

 

会員数 出席免除者数 対象会員数 出席者 欠席者 出席率（％） 

３７ ５ 

内出席 １ 名 

３３ ３３ ０ 

 

１００．０ 

出席免除者（敬称略）：下線は例会 出席 

清宮武雄、 高橋 昭、 中井英一郎、 大部 泉、 瀬谷利雄 

 

報告者：海野宏幸ニコニコボックス副委員長 

 

『よろこびの言葉』 

 

今日はガバナー慰労会、親睦委員会の皆様有難うございます。 

 

中村さん、清水さん、橋本（和）さん、大変お疲れ様でした。 

 

中村ガバナー大変お疲れ様でした。今後とも引き続きご指導の程、宜しくお願いします。 

 

本日は中村ガバナー年度を思い出して語り合いたいと思います。 

◆ ニコニコボックス  

◆ 浅川清司 

◆ 厚見和則 

◆ 藤田明英 

◆ 橋本和一郎 
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長い間ご苦労様でした。 

 

中村パストガバナー、清水地区幹事おつかれさまでした。 

 

中村さん、清水さん、橋本（和）さん、ガバナー、地区幹事、事務局長という大役、本当にお疲れ様で

した。ようやく慰労の場を持つことが出来、良かったです。 

 

妻にきれいなお花をいただき、大変喜んでおります。ありがとうございました。 

 

ガバナー、地区幹事、事務局長、地区大会実行委員長、お世話になりました。 

 

一昨日、腎臓結石の体外衝撃波結石破砕治療で一泊入院。結果はまだ不明。早く出てきて！ 

 

ガバナー慰労会を祝して ２０２２－２３の米山奨学生リュウ ケントウさん初めての例会出席です。

一年間よろしくお願いいたします。 

 

中村パストガバナー数年にわたりお疲れ様でした。これからも宜しくお願い致します。 

 

いろいろ思い出のある日々でした。 

 

中村パストガバナー、清水繁元幹事、橋本和一郎元事務局長、コロナ禍の中でご苦労様でした。これか

らも東海那珂 RC を宜しくお願い致します。 

 

中村パストガバナー、まだまだ地区の仕事を担当されて「すごい」の一言です。 

 

ガバナー慰労会、皆様おつかれ様でした。 

 

 

◆ 橋本壽郎 

◆ 石井秀明 

◆ 猪股真純 

◆ 高阪裕二 

◆ 目黒伸也 

◆ 大越正彦 

◆ 大森龍一 

◆ 佐藤広道 

◆ 清水 繁 

◆ 高橋 昭 

◆ 田中宏和 

◆ 鶴田哲男 
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中村パストガバナー、大変な大変な責任あるお仕事、ご苦労様でした。我がクラブから出られた事は誇

りに思っております。有難うございます。 

 

中村ガバナー年度、パストガバナー年度、お世話になりました。本日のパーティゆっくりお楽しみ下さ

い。 

 

中村パストガバナーを初め、清水幹事、橋本事務長、お疲れ様でした。遅ればせながら慰労会大いに楽

しませていただきます。 

 

上記の他、慰労会の主賓である中村澄夫様よりも多くの寄付をいただいております。 

（以上２０名） 

 

米山奨学生リュウ ケントウさん（左）に石井秀明会長より奨学金授与 

 

リュウ ケントウさんの自己紹介 

◆ 植野重男 

◆ 海野宏幸 

◆ 浦澤精乗 
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藤田明英広報・史料副委員長より、ロータリーの友の記事紹介 

 

 

石井秀明会長より開会の挨拶 

 

髙橋昭会員による乾杯 

◆ 中村澄夫パストガバナー、清水繁元幹事長、浅川清司元地区大会実行委員長、 

橋本和一郎元事務局長慰労会（親睦活動委員会） 

◆  
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 会場内での歓談 

 

２０１９-２０年度中村澄夫ガバナー挨拶 
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２０１９-２０年度清水繁地区幹事挨拶 

 
２０１９-２０年度橋本和一郎事務局長挨拶 

 

２０１９-２０年度浅川清司地区大会実行委員長挨拶 
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（左から）中村澄夫会員夫妻、清水繁会員、橋本和一郎会員、浅川清司会員 

 

浦澤精乗会員による閉会の辞 

次回例会：６月１日（水）１２：３０～  

新入会員卓話（鈴木正人会員） 

例会を欠席する時は、必ず前日 12:00 までに事務局まで連絡のこと 

クラブ会報委員会：委員長 橋本和一郎／副委員長 厚見和則／委員 冨永康修、大久保賢二 

 


